
おまけ① 領収書の書き方

•以下の５点の要素が揃ったものが有効です。

内容が揃っていない場合はお断りする場合があります。

1

②領収者名の記載
（講師や会場所有者）

※押印は必須ではありません

③金額

④受け取った日付
⑤何に支払ったお金か？

令和６年12月25日

講師謝礼として

神戸 花子

いき百クラブ

①宛名は団体名



おまけ② 光熱水費の計算例

• 「月額使用料÷月日数×開催日数」

の例をお示しします。

•例えば…

• ７月中に1日・8日・15日・29日の４回実施

• ７月の電気代の明細が5,000円

• 5,000円÷31日（７月の日数） ＝161.29≒161円⇒1日あたりの金額

• 161円×4日（７月の開催日数）＝644円 ⇒補助金として請求する金額 2


